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8. サトウキビにおける植物内生菌による窒素固定

〔要約〕之jで栽培されているサトウキビは、植物体中全窒素の約2~3割の窒素を窒素固定によっ
て獲得することができる。
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［背景・ねらい］
近年、非マメ科植物において植物内生菌による窒素固定が報告されている。東北タイに広く分布する肥

沃度の低い砂質土壌は、養分供給能と養分保持力が極めて低い。こ うした砂質土壊において、植物内生
菌による窒素固定能を持つ作物を利用することは、持続型農業の確立に大きく寄与すると考えられ、サ
トウキビはそのような有用作物の一つである。そこで、東北タイの主要畑作物であるサトウキビにおけ
る窒素固定量を明らかにする。

［成果の内容• 特徴］
1. 試験圃場で栽培したサトウキビ(3~ 4品種）はいずれも窒素固定によって空気中の窒素を獲得して

おり、その割合は植物体中全窒素の15~ 40%であり、平均では約30%に相当する（図I)。

2. 一方、農家圃場で栽培されているサトウキビでは、調査した54個体のうち3分の1の個体でしか窒
素固定が認められない。窒素固定が行われている個体では、試験圃場の結果と同様に、約3割の窒素
が窒素固定によって獲得されている（表1)。

3. 砂耕ポット試験では、サトウキビの窒素のアウトプット量が化学肥料や雨からのインプット量より大
きくなった。その差はサトウキビの植物体中全窒素の約 21%に相当し、こ の分が窒素固定によるもの
であることを示している（図2)。

4. 以上の結果から、タイのサトウキビは植物体中全窒素の2~3割を窒素固定によって獲得するポテン
シャルがあることが雅察される。

［成果の活用面・留意点］
1. 現地のサトウキビ栽培は機械化集約栽培が進められ、資源管理、土壌肥沃度管理の観点から見直しが

求められている現状であり、今回明らかにされた窒素固定能の活用により、サトウキビそれ自身が有
する能力をより活用し、窒素肥料投入量を削減し、環境負荷を低減した持続的栽培法の提案に繋がる。

2. 農家圃場でもサトウキビの窒素固定能を高く発揮させるための水管理並びに肥培管理に関する検討
が必要である。
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図1 試験圃場で栽培したサトウキビ品種における窒素固定寄与率（％）

表1 タイの農家圃場で栽培されているサトウキビにおける窒素寄与率の推定(1997-8)
採取地域 サンプル数 窒素固定していた 窒素固定していたサン

サンプル数 プルにおける窒素固定
寄与率の平均値（％）
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図2 サトウキビの窒素収支(1998)
コンケン畑作研究センタ ー における砂耕ポット試験
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